
５年生実践から見る 指導と評価 

１．単元名 「自動車生産にはげむ人々」～つながる日本のものづくり～ 

２．学校教育目標と社会科（本単元）で目指す子どもの姿 

≪省略≫ 

３．単元目標 

我が国の工業生産について、自動車の製造工程、工場相互の協力関係、優れた技術などに着目し、

地図帳や各種資料などで調べたりして、図表などにまとめ、工業生産に関わる人々の工夫や努力を捉

え、その働きを考え、表現することを通して、工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化

に対応し、優れた製品を生産するよう様々な工夫や努力をして、工業生産を支えていることを理解で

きるようにするとともに、主体的に学習問題を追究解決しようとしたり、学習したことを基に今後の

工業の発展について考えようとしたりする態度を養う。 

４．評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①製造の工程、工場相互の協力

関係、優れた技術などについ

て見学や聞き取り調査をした

り、各種資料などで調べたり

して、必要な情報を集め、読み

取り、工業生産に関わる人々

の工夫や努力を理解してい

る。 

 

②調べたことを図表や文などに

まとめ、工業生産に関わる

人々は、消費者の需要や社会

の変化に対応し、優れた製品

を生産するよう様々な工夫や

努力をして、工業生産を支え

ていることを理解している。 

①製造の工程、工場相互の協

力関係、優れた技術などに

着目して、問いを見出し、

工業生産に関わる人々の工

夫や努力について考え表現

している。 

②工業生産に関わる人々の工

夫や努力と消費者の需要や

社会の変化を関連付けて、

工業生産に関わる人々の働

きを考えたり、学習したこ

とを基に、消費者や生産者

の立場などからこれからの

工業について、多角的に発

展を考えたりして表現して

いる。 

①我が国の工業生産につい

て、予想や学習計画を立て

たり、見直したりして、主

体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

 

②学習したことを基に消費者

や生産者の立場などからこ

れからの工業について、多

角的に発展を考えようとし

ている。 

  



５．目指す子どもの姿に迫るための授業改善の５つの視点 

 

（１）教材化 ～多様な願いを叶える１つの製品に関わるたくさんの人々の協力関係～ 

本単元では、日本の工業生産の中でも世界トップクラスの生産技術を誇る自動車生産に携わる人々の

取組や協力関係を取り上げました。多様な消費者のニーズや社会的なニーズに応え続けている日本の自

動車づくりは組立工場と多くの工場や人々の協力が支え合って実現していることを捉えるようにしま

した。単元の後半には、関連工場で働く人々が協力し合い、様々なニーズに応えた製品づくりに取り組

んでいることと、日本の工業生産に様々な課題があることを学び、持続可能な社会の実現と日本の工業

生産の発展について考えることができるように教材化を図りました。 

（２）学習過程 ～学びの積み重ねとつながりを意識する～ 

生産者の工夫や努力、協力関係と消費者とのつながりを意識させ、生産者は消費者の願いを叶え、工

業生産を支えていることを考えていけるように単元を構成しました。まず、日本の自動車が世界中の消

費者に選ばれ、生産台数が世界３位という現状をもとに、学習問題を設定し、解決の見通しをもてるよ

うに学習計画を立てました。次に、多様な消費者のニーズに応えた自動車が完成し、消費者に届けられ

るまでに関わる人々の工夫や努力を調べ、それらを関連付けて学習問題を解決していく学習過程を単元

の前半に設定しました。そして単元の後半では、自動車生産に携わる人たちの工夫や努力と消費者（私

たち）とのつながりについて学んだことを生かして、日本の工業生産の課題解決について主体的に考え

ることができるように学習過程を計画しました。 

（３）学習活動 ～工業生産に携わる人々の取り組みの意味や協力の関係性を見抜く～ 

 工業生産に携わる人々の取組の意図や、協力した生産体制をとる背景や利点に子どもが自ら迫ってい

けるような学習活動を取り入れました。新しい自動車や機能の開発を手掛ける関連工場で働く人の取組

が、消費者にも自動車工場で働く人にもつながりがあることを関係図に表してまとめるようにしました。

単元の終わりには、たくさんの消費者の願いを叶え、発展を続けてきた工業生産が抱える課題を踏まえ、

これからも発展していくために大切なことについて考えました。既習や友達の考えを根拠にして自分の

言葉で表現し、話合いを通して自分の考えを広げたり、深めたり、見直したりしました。学習問題に対

するまとめでは、「そうすることで」や「だから」といった言葉を使って、これからの工業生産の発展に

ついての自分の考えをまとめることができるようにしました。 

（４）指導と評価 ～ねらいと評価資料を明確にして見取り、評価に基づいた指導を行う～ 

単元を通して評価場面、評価資料、評価の観点を明確にし、授業中のつぶやきや振り返り等から、子

どもの思考の流れを見取るようにしました。目には見えない生産者と消費者のつながり、生産者同士の

協力関係の意味やよさを考え続けることを目指した指導計画を立てました。単元を通した子どもの目指

す姿や１時間ごとのねらいと評価資料を明確にして指導しました。教師の助言を受けた上で、自分の考

えをまとめたり、友達の考えを参考にしたりしながら、学習問題に対する自分の考えをまとめることが

できるように支援をしました。 

（５）一人一人が生きる社会科学習 ～つぶやきが共有され、ともに生かし合う学びの雰囲気づくり～ 

 子ども一人一人が自分の考えを自由に表現しながら、お互いに高め合う集団をつくっていくように心

がけました。個の振り返りを全体に広めたり、自主的に調べたことを発表したりする場面を設定しまし

た。そして、本単元でも、思考の流れを大切にした問題解決的な学習と、ともに生かし高め合う協働的

な学びを大切にし、教師の役割を考え、手立てや支援を行いました。 

 



製造の工程・優れた技術・工場相互の協力関係 

 

 

  

輸送方法の工夫や運送業者の努力 

 

 

保護シートの活用 輸送方法の工夫 

納期に間に合わせるための努力 

多くの消費者の願いを実現する工夫や努力 

 

 

 

安全性の向上・多様なニーズに応える努力や生産者の協力 

６．問題解決的な学習の充実に迫る単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

   

 

 

 

 

 

 

工場同士の協力 

  

・消費者や社会的ニーズに応えた優れた自動車を生産する工夫や努力・生産者同士の協力 

 

⑥完成した自動車は、どうやって注文した

人に届けられるのだろう。【知－①】 

なんで自動車に乗らない人や運転しない人の意見を聞くの？ 

 

効率的な生産の工夫・人々の協力 

自動車のカタログ 

誰がどうやって開発しているの？ 

日本の自動車生産台数の推移 

 

①②日本の自動車生産に携わる人たちは、消費者に選ばれる自動車を 

どのようにたくさん生産しているのだろう。  【思－①】【態－①】 

１台の自動車に使われる部品の数 

製造の工程・優れた技術 

 

 

 

・自動車工場で働く人の様子を調べてみよう。・誰がどうやって新しい自動車を開発しているか気になるな。 

自動車生産に携わる人々の工夫や努力 

関連工場

では、ど

んな工夫

をしてい

るのかな 

・種類や機能がたくさんあるから、たくさん

の人に選ばれていると思うな。 

・同じ車でも注文する人によって色やパーツ

がちがうのに、注文通りの自動車を生産 

できることってすごいな。 

・世界３位以内をとり続けるのは

すごい。大変じゃないのかな。 

・たくさんつくる工夫があったり、

たくさんの人の協力があったり

するんじゃないかな。 

 

・３万個も部品があるのに、どうして

1 日で組み立てられるの？ 

・部品も全部自動車工場でつくって 

いるのかな？ 

多様な注文（ニーズ）に応える【品質の高さ】 

単元を見通す 

学習問題 

⑦自動車の開発はどのように行われているのだろう。 

【思－①】 

 

⑧日本の自動車生産に携わる人たちは、消費者に選ばれる自動車を 

どのようにたくさん生産しているのだろう。【思－②】 【知－②】 

 

単元を振り返る 

学習問題 

≪工業生産が抱える課題を知り、これからの工業生産の発展を考える≫ 

 

・大工場と中小工場の数 ・工場で働く人の減少 ・工業生産における問題 ・社会的な問題 

 

≪多角的に考える≫ ・生産者 ・消費者 ・持続可能性 

≪単元を通した子どもの目指す姿≫  

 日本の工業生産では、様々な消費者の願いを叶える製品を作るために、工場で働く人や製品を開発す

る人たちが様々な工夫や努力をしたり、生産者同士が協力したりしている。生産者は製品の性能を高め

たり、効率的な生産方法を考えたりしている。工業生産額は増えたけど工業生産にも課題がある。私た

ちの願いをかたちにしてくれている日本の工業生産が発展できるよう、私たちも考え続けていくことが

大切だと思う。 

⑨日本の工業生産額は、増えたのに、国内の工場数や働く人が減っているのはなぜだろう。【態－①】 

 

大規模工場と関連工場の結びつき 

ジャストインタイム 関連工場の工夫や努力 

生産ライン 工場内の配置 

ロボットと人の長所 指示ビラ 交代制 

効率的な生産 部品工場との協力 

 関連工場の工夫や努力 



７．資質・能力の育成に向けた学習評価計画（１０時間） ※  は評価したことを記録に残す場面 

○ 本時のねらい ○主な学習活動 ◇主な資料 評価方法【評価規準】 

①消費者の注文通りの自

動車をたくさん生産し

ている自動車産業の取

組について話し合うこ

とを通して、学習問題を

つくることができるよ

うにする。 

◯消費者の注文通りの

自動車をたくさん生

産している自動車産

業の取組について話

し合い、学習問題をつ

くる。 

 

◇日本の自動車生産

台数の推移 

 

◇自動車のカタログ 

 

◇１台の自動車に使

われる部品の数 

発言内容やノートの記述

内容から、「製造の工程、工

場相互の協力関係、優れた

技術などに着目して問いを

見出しているか」を評価す

る。 

     【思－①】 

②学習問題の解決に向け

て予想や学習計画を立

てることができるよう

にする。 

◯予想を出し合い学

習計画を立てる。 

◇日本の自動車生産

台数の推移 

◇１台の自動車に使

われる部品の数 

◇１台の自動車が生産さ

れるのにかかる時間 

発言内容やノートの記述

から、「我が国の工業生産に

ついて、予想や学習計画を

立て、解決の見通しをもっ

ているか」を評価する。      

【態－①】 

③④自動車工場ではライン

生産で人とロボットの長

所を生かして自動車が組

み立てられる工程を調べ

ることを通して、自動車工

場で働く人々が効率よく

消費者の注文通りの自動

車を生産する工夫に取り

組んでいることを理解で

きるようにする。 

◯自動車工場での生

産工程と消費者の

注文通りの自動車

を効率よく生産す

るための生産者の

工夫を調べる。 

◇１台の自動車に使

われる部品の数 

 

◇自動車の生産過程 

 

◇自動車工場で働く

人の話 

ノートの記述から、「自動

車生産の工程を調べて、消

費者の注文通りの自動車を

正確に組み立てるための生

産者の工夫や、ロボットを

活用して効率的な生産を実

現していることを理解して

いるか」を評価する。 

    【知－①】 

⑤自動車工場と関連工場

の結びつき、関連工場の

計画的、効率的な部品生

産の工程を調べること

を通して、自動車生産に

は様々な工場が関連し

ていることや、関連工場

で働く人の工夫や努力

を理解できるようにする。 

○自動車工場と関連

工場の結びつき、関

連工場で働く人の

工夫や努力を調べ

る。 

◇自動車工場と関連

工場の結びつき

（図） 

 

◇関連工場で働く人

の話 

ノートの記述から、「自動

車工場と関連工場の結びつ

きや、関連工場での部品生

産の工程を調べて、工場同

士の協力関係や関連工場で

働く人の工夫や努力を理解

しているか」を評価する。 

    【知－①】 

⑥完成した自動車が工場

から消費者に届くまで

の流れを調べることを

通して、出荷に関わる人

たちの工夫や努力、工場

の立地と輸送の関係に

ついて理解できるよう

にする。 

○完成した自動車が工

場から消費者に届く

までの流れを調べ

る。 

◇自動車が消費者に

届けられるまでの

流れ 

 

◇保護シート（写真） 

 

◇積み込み作業をす

る人の話 

ノートの記述から、「自動

車が工場から消費者に届く

までの流れ、積み込み作業

をする人の話を調べて、輸

送方法の工夫や運送業者で

働く人の努力を理解してい

るか」を評価する。      

【知－①】 



⑦新しい自動車や機能の開

発の様子を調べることを

通して、自動車生産では、

消費者のニーズを反映し

た製品の開発が行われて

いることを考え表現でき

るようにする。 

○新しい自動車や機能の

開発に携わる人が大切

にしていることや、努力

していることを調べる。 

○工業生産に携わる人々

の工夫や努力について

考える。 

◇自動車会社の開発

担当者の話 

 

◇関連工場で働く人

の話 

ノートの記述や発言内容

から、「自動車会社の開発担

当者の話や関連工場で働く

人の話を根拠に、生産者や

消費者にとっての製品の開

発や改良の利点を考えてい

るか」を評価する。 

【思－①】 

⑧調べたことを図にまと

め、学習問題について話

し合うことを通して、工

業生産が工業生産に携

わる人々の工夫や努力、

工場相互の協力関係、優

れた技術によって行わ

れていることを理解で

きるようにする。 

○学習したことを基

に、消費者の需要、社

会の変化、自動車生

産に携わる人の工夫

や努力、優れた技術、

工場相互の協力との

関連を話し合う。 

○図に整理し、学習問

題について話し合

い、考えをまとめる。 

 

◇これまで活用して

きた資料 

 

◇ノート 

関連図から「学習したことを

基に、自動車生産の仕組み、工

夫や努力と消費者の需要や社

会の変化を関連付けて人々の

働きについて考えたことを説

明しているか」を評価する。 

【思－②】 

 ノートの記述から「自動車生

産に携わる人々は製品の品質

や安全性を高め、消費者のニー

ズを実現するために努力や協

力をしたり、輸送方法を工夫し

たりして注文通りの自動車を

消費者に届けるなど、自動車生

産を支えていることを理解し

ているか」を評価する。      

【知－②】 

⑨日本の工業生産の現状

や課題を調べることを

通して、日本の工業生産

の課題解決や発展につ

いて考えようとする態

度を養う。 

○学習問題についてまと

めたことを振り返る。 

○国内の工場の数や工場で働

く人の人数の推移を調べる。 

○日本の少子高齢化と海

外生産を行っている日

本企業の数を調べる。 

○中小工場で働く人の話

を調べ、日本の工業生産

の問題を知る。 

◇グラフ 

「国内の工場数と工

場で働く人の推移」 

「日本の工業生産に

しめる中小工場と

大工場の割合」 

 

◇中小工場で働くひ

との話 

「人口ピラミッド」 

 ノートや発言内容から

「これまでの学習を振り返

り、さらに調べるべきこと

を考え学習の見通しをもっ

ているか。」を評価する。 

【態－①】 

⑩これまでの学習を基に、

日本の工業生産の現状

を改善するために大切

なことについて話し合

うことを通して、日本の

工業生産の発展を考え

表現できるようにする。 

○日本の工業生産がよく

なるために大切なこと

は何かを話し合う。 

○マスク生産を始めたメ

ーカーの取り組みから、

生産者と消費者のつな

がりを考える。 

○これからの工業生産の

発展について自分の考

えを書く。 

◇これまでに活用し

てきた資料 

◇ノート 

◇不織布マスクの輸

入量 

◇国内でマスク生産

を開始したメーカ

ーの取組 

◇機械工場で働く人

の話 

 ノートの記述から「日本

の工業生産の現状を改善す

ることについて、学習した

ことを基に、消費者や生産

者などの立場から多角的に

考え表現しているか」を評

価する。 

   【思－②】 

 ノートの記述から「これ

からの日本の工業生産の発

展について考えをまとめて

いるか」を評価する。 

     【態－②】 



資料.「社会のしくみ」と「社会のかかわり」をつなぐ理解の構造図 

 

（イ）「工業生産に関わる人々」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社
会
と
の
か
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わ
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我が国の工業生産を基に、今後の日本の工業の発展について考えようと

する態度を養う。 

ま
と
め
て
わ
か
る
こ
と 
着
目
す
る
こ
と 

知
識 

我が国の工業生産が課題を解決して、 

これからも発展を続けるために大切なことはどんなことだろう。 

小単元（ア）（イ）（ウ）を踏まえて 

工業生産における製

造の工程について調

べ、それらの人々の働

きを考えて、工場で働

く人は優れた製品を生

産するために様々な工

夫や協力をしているこ

とがわかる。 

工業生産における

工場相互の協力関係

について調べ、それら

の人々の働きを考え、

工業生産には様々な

工場が関連している

ことがわかる。 

工業生産における優れた技術

について調べ、それらの人々の働

きを考え、我が国の工業生産は優

れた技術を生かして消費者の需

要や社会の発展に応える研究開

発などの努力を行っていること

がわかる。 

工業生産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応し、 

優れた製品を生産するような様々な工夫や努力をして、工業生産を支えている。 

・工業生産における 

原材料の確保 

 

・生産から出荷までの 

仕事の工程 

・関連工場の計画的、

効率的な部品生産 

 

・大規模工場と関連 

工場の協力 

・大規模工場の生産システム 

・消費者の需要や社会の要請に 

応える生産の仕方 

・中小工場の技術を生かした生産 

・新しい分野への研究開発 

（福祉・環境） 



 

 
研究主題に向けて、５年部会では、以下の５点を大切にして日々の授業に取り組んできました。 

１．自分の生活とのかかわりを実感できるようにする 

２．主体的（個）・協働的（集団）に学び、多角的に考えられるようにする 

３．社会の仕組み等の確かな理解ができるようにする 

４．問題解決的な学習を通して、よりよい社会を考えられるようにする 

５．学習の積み重ねにより、国土への愛情が育まれるようにする 

本単元では、「多角的に考え、国土への愛情が育まれる教材化」「問題解決的な学習を通して、自分

の生活とのかかわりを実感できる学習過程」「社会の仕組み等の確かな理解のための評価と指導の一体

化」の３つの視点を通して、研究主題の達成を目指しました。 

 

今年度の重点「指導と評価の一体化」について 

○妥当性の高い学習評価にするための「進め方」を大切にする 

① 内容のまとまりごとの評価規準を作成する 

② 単元の目標を作成したのち、評価規準を作成する 

③「指導と評価の計画」を作成する（記録に残す評価の位置付け・評価資料の吟味も含む） 

④ 授業を行ったのちに、観点ごとに総括する 

○観点のポイントを明確にし、単元ごとに具体的な子どもの姿を考えることで信頼性を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに重点としてきた「教材化」と「学習過程」について、継続して大切にしていること 

・児童の実態を大切にして、学びたくなる教材選び 

・社会的事象の意味がわかり、よさを感じること

ができる 

・取り上げる事例を通して、目標にせまることが

できる 

・問題解決のための資料化ができる 

・驚きなど思考をゆさぶる資料化ができる 

・扱った事例のこれからについても考えたくなる 

・かかわる人々の思いや願いがみえる 

・一つの事例と単元全体のバランス 

 

・児童の思考の流れを大切にした学習過程 

・見通しをもてる単元構成 

・主体的・対話的に学べる 

・既習を生かせる 

・自分たちにできることはないかと考え続けら

れる（未来志向） 

・社会的事象における様々な人々のかかわりに気付く 

・人々の相互関係に着目して、様々な立場から多

角的に考える 

・社会的事象を比較・関連付け・総合させて特色

や役割を多角的に考えることで、意味にせまる 

教 材 化 学 習 過 程 

知識・技能 

・調べて、必要な情報を集

め、読み取り、社会的事

象の様子について具体

的に理解しているか。 

・調べたことなどを文な

どにまとめ、社会的事象

の特色や意味などを理

解しているか。 

思考・判断・表現 

・社会的事象に着目して、問いを

見いだし、様子について考え表

現しているか。 

・比較・関連付け・総合などして

社会的事象の特色や意味を考え

たり、学習したことを基に社会

への関わり方を選択・判断した

りして、適切に表現しているか。 

主体的に学習に取り組む態度 

・社会的事象について、予想や

学習計画を立て、学習を振

り返ったり見直したりし

て、学習問題を追究解決し

ようとしているか。 

・よりよい社会を考え学習し

たことを社会生活に生かそ

うとしているか。 

ともに生きる未来を創造し、よりよい社会の在り方を問い続ける社会科学習 



 


